
○第２３回かび毒・自然毒等専門調査会 

日時：平成２４年１０月１５日（月）１６：００～１８：０６ 

議事概要： 

（１）アフラトキシンM1及び飼料中のアフラトキシンB1の食品健康影響評価について 

・前回の審議を踏まえ、評価書案たたき台（Ⅰ背景からⅢ６．暴露状況の部分）の修正を行った

点について、事務局より説明の後、審議を行った。 

・評価書案たたき台の食品健康影響評価の部分について、事務局より説明を行った後、審議を行

った。 

・次回の専門調査会で継続して審議することとされた。 

（２）その他 

・食品安全委員会ホームページに「毒きのこによる食中毒にご注意ください。」を掲載したこと

について、事務局から報告を行った。また、山浦専門委員から、長野市における野生きのこの

販売に関する指導要綱の制定について紹介があった。 

※「毒きのこによる食中毒にご注意ください。」 

http://www.fsc.go.jp/sonota/shokutyudoku.html 

 

＊アフラトキシンＭ１：アフラトキシンＢ１の動物体内における代謝物で、乳などへの汚染が問

題となります。 

＊アフラトキシンＢ１：Aspergillus flavus 等のかびが産生するかび毒で、飼料としては主に

トウモロコシで問題となります。 


